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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管理センタからの配車要求指示を移動局に送信し、配車可能な車両が配車指示を受けて
配車を行う配車管理システムにおいて、
　前記管理センタは、複数の主待機場所を１つの待機場所として一元管理し、複数の主待
機場所の中で、待機時間の長い車両から優先的に配車指示するとともに、
　車両を主待機場所に補充するための複数の車両補充用の従待機場所エリアを設定し、複
数ある主待機場所で空きが発生した際に、複数の車両補充用の前記従待機場所の中で待機
時間の長い車両を優先的に前記主待機場所に移動させる
ことを特徴とする配車管理システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の配車管理システムにおいて、
　前記管理センタは、少なくとも一つの前記主待機場所に予め設定してある条件の車両を
配車候補から除外することを特徴とする配車管理システム。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の配車管理システムにおいて、
　前記管理センタは、前記車両の特性または乗務員の特性の配車条件を満たす車両を優先
して、車両の検索を行うことを特徴とする配車管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、配車管理システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、無線移動通信システムの発展と共に、手軽に広域エリアを対象とした移動体デー
タ通信を行うことが可能となっている。また、電波を利用した測位技術の発展に伴い、人
工衛星を利用したＧＰＳ（Global　Positioning　System）測位システムにより位置情報
を得ることができるようになった。これら無線移動通信システムと測位システムの融合に
より、移動体のデータ伝送システムや位置管理システムが実用化され、業務無線や公衆無
線を通じてタクシーや運送車両の配車効率向上を目的に利用されている。
【０００３】
　無線移動通信システムと測位システムを利用した配車管理システムについて、図１、図
８、図９を用いて説明する。
　図１は配車管理システムの概略構成を説明するための図である。
　図１において、配車管理システムは、管理センタ１０１と、複数の無線基地局１０２－
１～１０２－Ｌと、移動局（車両）１０４－１～１０４－Ｎと、ＧＰＳ衛星１０５と、配
車端末１０６－１～１０６－Ｍを有する配車センタ１０７と、を用いて構成されたタクシ
ー配車用ＡＶＭ（Automatic　Vehicle　Monitoring）システムである。
【０００４】
　従来技術について、図８を用いて説明する。図８は従来の配車端末の表示装置に表示す
る配車エリアと待機場所の設定を説明するための表示画面図である。
　表示画面８００は、タクシーの配車エリアＸ，Ｙ，Ｚが互いに隣接しており、且つ待機
場所Ａ，Ｂ，Ｃが地理的にはそれぞれの配車エリアの境界線に近い場所に配置されている
。待機場所は、例えば、市街地のホテルや病院の待機場所であり、それぞれの施設利用者
を顧客として待機場所で待ちながら、無線配車システムによる配車エリア内の配車指示を
待っている状態である。
【０００５】
　例えば、配車エリアＸの配車優先順位は、(1)待機場所Ａ、(2)待機場所Ｂ、(3)待機場
所Ｃ、(4)近傍車両の順で決める。配車エリアＹの配車優先順位は、(1)待機場所Ｂ、(2)
待機場所Ｃ、(3)待機場所Ａ、(4)近傍車両の順で決める。配車エリアＺの配車優先順位は
、(1)待機場所Ｃ、(2)待機場所Ａ、(3)待機場所Ｂ、(4)近傍車両の順で決める。
　待機場所Ａ，Ｂ，Ｃは、顧客からの注文時に位置する場所から車両が向かいやすい方向
を配車エリアとして設定するが、実際には待機場所Ａ，Ｂ，Ｃから、配車エリアＸ，Ｙ，
Ｚのどのエリアに向かっても、時間的に大きく変わらない待機場所の位置関係である場合
があるため、本来であれば待機場所毎の配車順位ではなく、待機場所に関係なく待機時間
が長い車両から配車したいといった要求がある。
【０００６】
　次に、従来の前記要求に対する運用について図９を用いて説明する。図９は従来の配車
端末の表示装置に表示する配車エリアと待機場所の設定を説明するための表示画面図であ
る。
　図９は待機場所Ａ，Ｂ，Ｃを一つの待機場所Ｄとして登録し、配車エリアＸ，Ｙ，Ｚを
まとめて配車エリアＶとして登録する。
　配車エリアＶの配車優先順位は、(1)待機場所Ｄ、(2)近傍車両の順で決められる。待機
場所Ａ，Ｂ，Ｃに待機する車両は、一つの待機場所Ｄの待機車両として登録されるため、
それぞれ別々の待機場所で待機登録しても、管理センタ側では一つの待機場所として管理
され、配車されることになる。但し、このような運用を行った場合、待機場所としてのエ
リアを待機場所Ａ，Ｂ，Ｃが含まれる大きなエリアとして設定しているため、待機場所Ａ
，Ｂ，Ｃ以外の場所でも待機登録が可能となる問題がある。また待機場所毎の運用ルール
で、待機場所の先頭に並んだ場合には車両が出られなくなるような場所もあり、配車シス
テムによる配車指示を行う場合、先頭車両から何番目までかを配車候補から外す必要がで
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てくる。
【０００７】
　先行技術文献としては、例えば、特許文献１に、空き車両が少なくなる前に予約注文の
配車を行うことによって、顧客が指定した予約時間に遅れずにタクシーを向かわせる発明
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００９－２９４７４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従来の配車管理システムでは、待機場所毎に車両の順番を管理し、配車エリア毎に待機
場所の優先順位を管理して、配車エリアによってその優先順位に従い探車を実行していた
。待機場所毎に車両の順番を管理しているため、特定の配車エリア内にある複数の待機場
所の中で、最も待機時間の長い車両を配車するようなケースの場合対応ができず、更なる
配車効率の向上が求められていた。
　本発明の目的は、複数の待機場所を一つの待機場所として統合管理することにより、配
車効率の向上を図ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の配車管理システムは、管理センタからの配車要求指示を移動局に送信し、配車
可能な車両が配車指示を受けて配車を行う配車管理システムであって、複数の主待機場所
を１つの待機場所として一元管理し、複数の主待機場所の中で、待機時間の長い車両から
優先的に配車指示することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の配車管理システムは、上述の配車管理システムであって、少なくとも一
つの主待機場所に予め設定してある条件の車両を配車候補から除外することが好ましい。
【００１２】
　また、本発明の配車管理システムは、上述の配車管理システムであって、車両の特性ま
たは乗務員の特性の配車条件を満たす車両を優先して、車両の検索を行うことが好ましい
。
【００１３】
　さらに、本発明の配車管理システムは、上述の配車管理システムであって、車両を主待
機場所に補充するための複数の車両補充用の従待機場所エリアを設定し、複数ある主待機
場所で空きが発生した際に、複数の車両補充用の前記従待機場所の中で待機時間の長い車
両を優先的に前記主待機場所に移動させることが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、複数の待機場所を一つの待機場所として統合管理することにより、配
車効率の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】配車管理システムの概略構成を説明するための図である。
【図２】本発明の一実施例に係る管理センタの構成を説明するための図である。
【図３】本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する内容を説明するための表
示画面図である。
【図４】本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する配車手順を説明するため
の表示画面図である。
【図５】本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する配車指示内容を説明する
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ための表示画面図である。
【図６】本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する待機場所の設定および移
動指示を説明するための表示画面図である。
【図７】本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する配車エリアと待機場所の
設定を説明するための表示画面図である。
【図８】従来の配車端末の表示装置に表示する配車エリアと待機場所の設定を説明するた
めの表示画面図である。
【図９】従来の配車端末の表示装置に表示する配車エリアと待機場所の設定を説明するた
めの表示画面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。
　図１は配車管理システムの概略構成を説明するための図である。
　図１において、配車管理システムは、管理センタ１０１と、無線基地局１０２－１～１
０２－Ｌ（無線基地局を代表するときは１０２と称する）と、移動局（車両）１０４－１
～１０４－Ｎ（移動局を代表するときは１０４と称する）と、ＧＰＳ衛星１０５と、配車
端末１０６－１～１０６－Ｍ（配車端末を代表するときは１０６と称する）を有する配車
センタ１０７と、ネットワーク１０８を用いて構成されたタクシー配車用ＡＶＭシステム
である。
　なお、配車端末１０６は、ＰＣ（Personal　Computer）であってもよい。
　また、ネットワーク１０８は、インターネット回線、専用回線等でもよく、特に限定す
るものではない。
【００１７】
　無線基地局１０２は、自局が通信できる通信エリア１０３を有しており、例えば、無線
基地局１０２－１の通信エリア１０３－１は、そのエリア内に存する移動局１０４と無線
基地局１０２－１とが通信できる。
　顧客は、配車センタ１０７に連絡して配車先の位置（例えば、顧客の現在位置）や所望
する車両の情報を伝えることで、配車要求を行う。
　配車センタ１０７では、オペレータが配車端末１０６を操作して、管理センタ１０１に
対して配車要求（配車先の位置や所望する車両の情報）を送信する。
【００１８】
　管理センタ１０１は、配車センタ１０７から受信した配車要求に従い、収集された各移
動局１０４の位置情報から配車に適した車両を検索（探車）して、配車先に指示された位
置まで車両を配車する運用を行う。
　なお、乗客等は、タクシー会社のホームページや、一般に市販されている種々の携帯端
末（携帯電話端末やタブレット端末）等にインストールした配車要求用のアプリケーショ
ンを用い、インターネット回線を通じて管理センタ１０１にアクセスすることで、配車セ
ンタ１０７を介さずに管理センタ１０１に対して配車要求を行うこともできる。
【００１９】
　次に、各車両に配備される移動局１０４について説明する。
　移動局１０４は、自車両が存する通信エリア１０３を有する無線基地局１０２との無線
通信を通じて、管理センタ１０１との間で各種情報の送受信を行うことができる。
　また、移動局１０４は、定期的に、ＧＰＳ衛星１０５から受信した情報に基づいて自車
両の位置情報（緯度、経度）を取得し、該移動局１０４が配備された車両の動態を示す情
報および該車両の識別情報と共に無線基地局１０２を介して管理センタ１０１へ送信する
。
【００２０】
　車両の動態としては、「実車」、「空車」、「空車予定」、「支払」、「休憩」などが
あり、各車両に配備された移動局１０４を乗務員が操作することで設定される。配車候補
として検索される車両は基本的に「空車」の車両であるが、実質的に配車が可能な他の動
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態（「空車予定」、「支払」、「休憩」）の車両についても配車候補の車両として検索す
るようにしてもよく、どの動態を配車候補の車両として検索するかは、タクシー会社の方
針等に従って予め設定しておけばよい。
【００２１】
　また、移動局１０４は、自車両が待機場所での待機を開始する際に、乗務員により移動
局１０４が操作されたことに応じて、待機場所での待機を開始することを示す情報と該待
機場所を特定する情報とを該車両の識別情報と共に管理センタ１０１へ送信する。
　また、移動局１０４は、自車両が待機場所での待機を終了する際に、乗務員により移動
局１０４が操作されたことに応じて、待機場所での待機を終了することを示す情報と該待
機場所を特定する情報とを該車両の識別情報と共に管理センタ１０１へ送信する。
　ここで、移動局１０４としては、専用の無線通信端末を用いてもよいが、携帯電話端末
（例えば、スマートフォン）や無線通信機能を持つタブレット端末といった種々の携帯端
末に、上記の各機能を実現する配車システム用のアプリケーションをインストールしたも
のを用いてもよい。
【００２２】
　顧客は、配車センタ１０７に連絡して配車先の位置（例えば、顧客の現在位置）や所望
する車両の情報を伝えることで、配車要求を行う。
　配車センタ１０７では、オペレータが配車端末１０６を操作して、管理センタ１０１に
対して配車要求（配車先の位置や所望する車両の情報）を送信する。
【００２３】
　管理センタ１０１は、配車センタ１０７から受信した配車要求に従い、収集された各移
動局１０４の位置情報から配車に適した車両を検索（探車）して、配車先に指示された位
置まで車両を配車する運用を行う。
　なお、顧客は、タクシー会社のホームページや、一般に市販されている種々の携帯端末
（携帯電話端末やタブレット端末）等にインストールした配車要求用のアプリケーション
を用い、インターネット回線を通じて管理センタ１０１にアクセスすることで、配車セン
タ１０７を介さずに管理センタ１０１に対して配車要求を行うこともできる。
【００２４】
　次に、管理センタ１０１の構成について、図２を用いて説明する。
　図２は本発明の一実施例に係る管理センタの構成を説明するための図である。
　図２において、管理センタ１０１は、データベースサーバ２００と、地図サーバ２２０
と、配車サーバ２４０を有している。
　データベースサーバ２００は、配車システムの運用に係る各種のデータを管理するサー
バであり、個々の配車エリアに関するエリア情報を記憶・管理するエリア情報管理部２０
１と、個々の車両に関する車両情報を記憶・管理する車両情報管理部２０２を有している
。
　また、データベースサーバ２００は、車両を運転する乗務員の特性（性別、年齢など）
も記憶し、配車条件の一つとして検索できるようにしてもよい。
【００２５】
　エリア情報管理部２０１は、管理する各配車エリアのエリア情報となる、配車エリアの
識別情報、該配車エリアの範囲を示す情報、該配車エリアへ配車する車両の検索で適用す
る優先順序を示す情報、該配車エリアで車両を検索する範囲の優先順序を示す情報、該エ
リア情報を適用する時間帯（以下、適用時間帯と称する）を示す情報、などが記憶される
。
　車両情報管理部２０２は、管理する各車両の車両情報となる、車両の識別情報、該車両
の現在の位置情報、該車両が待機場所で待機中の場合の該待機場所を示す情報および待機
順を示す情報、該車両の動態を示す情報、該車両に関する前付け条件を示す情報、該車両
の乗務員／車両のシフトを示す情報、などが記憶される。
【００２６】
　地図サーバ２２０は、タクシー会社の営業エリアを含む地図情報を管理するサーバであ



(6) JP 6626714 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

り、出発地点と到着地点の入力に応じて、これら地点間を結ぶ経路の探索や距離指標（直
線距離、経路距離、想定移動時間）の算出を行う経路探索部２２１を有している。
　配車サーバ２４０は、配車する車両の検索をデータベースサーバ２００や地図サーバ２
２０を利用して行うサーバであり、配車要求に応じて、配車に適した車両を検索（探車）
する候補車検索部２４１と、候補車検索部２４１により検索された車両（移動局１０４）
に対して配車指示を行う配車指示部２４２を有している。
【００２７】
　候補車検索部２４１は、配車要求を受けると、該配車要求を検索条件に用いてエリア情
報管理部２０１および車両情報管理部２０２にアクセスして、該配車要求で指定された配
車先の位置を範囲に含む配車エリアのエリア情報であり且つ現在の時間（検索の時点）を
含む適用時間帯のエリア情報を特定し、該エリア情報に設定された優先順序および除外エ
リアに従って、優先順序が最も高い空車車両または待機車両であって除外エリアに存して
いないものを検索し、該車両を配車対象の車両（指定された配車先への配車に最も適した
車両）に決定する。ここで、配車要求で複数台の配車を指定された場合には、指定された
台数の車両を検索して、配車対象の車両に決定する。
【００２８】
　なお、候補車検索部２４１は、配車先の位置と各車両の位置とについての距離指標が必
要な場合には、これらの位置情報を地図サーバ２２０に提供して経路探索部２２１により
演算させ、その結果を取得して、車両の検索に用いる。
　また、候補車検索部２４１は、配車要求において、車両の特性（車種、車体の色など）
や乗務員の特性（性別、年齢など）の条件がある場合には、該要望条件を満たす車両を優
先して、車両の検索を行う。
【００２９】
　配車指示部２４２は、候補車検索部２４１により検索された車両に配備された移動局１
０４に対し、配車要求で指定された配車先の位置を通知して、その位置へ車両を配車させ
る旨の配車指示を行う。
【００３０】
　次に、本発明による複数の待機場所を統合待機場所として設定し配車する方法について
、図３を用いて説明する。
　図３は本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する内容を説明するための表
示画面図である。
　図３において、表示画面３００は、配車エリアＳの画面に車両待機リスト３１０と待機
場所設定管理エリア３２０を表示している。
【００３１】
　配車エリアＳは、複数の待機場所Ａ，Ｂ，Ｃが地理的に比較的近い場所に存在する場合
である。待機場所Ａ，Ｂ，Ｃは、それぞれの待機場所のルールで運用されているが、待機
場所Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれに待機する車両は図３の左側に記載するように、一つのグルー
プの待機場所として順番を管理されている。
【００３２】
　配車エリアＳ内からの顧客からの配車注文に対しては、車両待機リスト３１０の表にあ
る順番で、(1)車両2001、(2)車両1001、(3)車両1002、(4)車両2002、(5)車両3001、・・
・、(15)車両1005の順で、複数の待機場所での待機時間を考慮した順番で優先順位が決定
する。
【００３３】
　次に、待機場所での運用条件について図４を用いて説明する。
　図４は本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する配車手順を説明するため
の表示画面図である。
　図４において、表示画面４００は、配車エリアＴの画面に車両待機リスト４１０と待機
場所設定管理エリア４２０を表示している。
【００３４】
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　配車エリアＴは、複数の待機場所Ａ，Ｂ，Ｃが地理的に比較的近い場所に存在する場合
である。待機場所Ａ，Ｂ，Ｃはそれぞれの待機場所の配車ルールで運用されている。
　待機場所Ａは、配車システムによる配車指示がある場合でも、先頭車両から配車する。
　待機場所Ｂは、配車システムによる配車指示がある場合には、先頭車両から２番目の車
両から配車する。（つまり先頭車両は、配車候補から除外する。）
　待機場所Ｃは、配車システムによる配車指示がある場合には、先頭車両から３番目の車
両から配車する。（つまり先頭車両と２番目の車両は、配車候補から除外する。）
【００３５】
　よって配車エリアＴ内からの顧客配車注文に対しては、車両待機リスト４１０の順番で
、(1)車両1001、(2)車両1002、(3)車両2002、(4)車両2003、(5)車両3003、・・・、(12)
車両1005の順で優先順位が決定する。
　このように複数の待機場所を統合的に管理することで、どの待機場所に並んでも待機時
間の長い順に配車指示されるので、乗務員にとっては管理センタ１０１から待機時間に従
った無線配車が行われることになる。
【００３６】
　次に、本発明による１つの車両補充用の従待機場所から、複数の主待機場所へ車両を補
充する方法について、図５を用いて説明する。
　図５は本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する配車指示内容を説明する
ための表示画面図である。
　図５において、表示画面５００は、配車エリアＰの画面に、主待機場所設定管理エリア
５２０と従待機場所Ｄを表示している。
　配車エリアＰには、複数の主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃが存在する場合がある。主待機場所Ａ
，Ｂ，Ｃは、例えば、それぞれの待機場所のルールで運用されている。
【００３７】
　主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれに待機する車両は、一つのグループの待機場所として
順番を管理されている。配車エリアＰ内の顧客からの配車注文に対しては、複数の待機場
所での待機時間を考慮した順番で優先順位が決定する。
【００３８】
　主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃには共通の従待機場所Ｄが存在し、主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃに入る
ためには、まず従待機場所Ｄで待機し、その中から待機時間の長い車両から順番に、主待
機場所Ａ，Ｂ，Ｃの空きが出た待機場所へ管理センタ１０１からの移動指示によって移動
する。
【００３９】
　このように複数の主待機場所である主待機場所設定管理エリア５２０への従待機場所Ｄ
からの車両補充を統合的に管理することで、特定の主待機場所に車両が集中することや、
特定の主待機場所で車両が不足することがなくなり、且つ複数の主待機場所が設定されて
いる配車エリア内からの配車注文に対して、管理センタ１０１からの無線配車が車両に対
して公平に割り振られることになる。
【００４０】
　次に、本発明による複数の主待機場所を取り囲むようにして従待機場所を設定し、複数
の主待機場所へ従待機場所から車両を補充する方法について、図６を用いて説明する。
　図６は本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する待機場所の設定および移
動指示を説明するための表示画面図である。
【００４１】
　図６において、表示画面６００は、配車エリアＱの画面に、主待機場所設定管理エリア
６２０と従待機場所Ｅを表示している。
　配車エリアＱは、主待機場所設定管理エリア６２０に複数の主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃが存
在する場合である。
　主待機場所設定管理エリア６２０の主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃはそれぞれの待機場所のルー
ルで運用されている。主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれに待機する車両は、一つのグルー
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プの待機場所として順番を管理されている。
【００４２】
　配車エリアＱ内の顧客からの配車注文に対しては、複数の待機場所での待機時間を考慮
した順番で優先順位が決定する。
　主待機場所設定管理エリア６２０の主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃは、例えば、共通の従待機場
所Ｅが存在し、その従待機場所Ｅは主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃを取り囲むように設定されてい
る。
　主待機場所設定管理エリア６２０の主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃに入るためには、まず従待機
場所Ｅの設定エリア内に入り管理センタ１０１に対して従待機場所Ｅへの待機登録をする
。従待機場所Ｅで待機登録している車両の中から待機時間の長い車両から順番に、主待機
場所Ａ，Ｂ，Ｃの空きが出た待機場所へ管理センタ１０１からの移動指示によって移動す
る。
【００４３】
　このように従待機場所Ｅの設定エリアは、待機場所設定管理エリア６２０の主待機場所
を含む従待機場所Ｅから主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃへの移動時間が適切な範囲で設定すること
で、特定の主待機場所に車両が集中することや、特定の主待機場所で車両が不足すること
がなくなるだけでなく、車両にとっては従待機場所Ｅの設定エリア内では、流し営業を行
いながら待機登録することが可能になる。
【００４４】
　次に、本発明による複数の従待機場所から、複数の主待機場所へ車両を補充する方法に
ついて、図７を用いて説明する。
　図７は本発明の一実施例に係る配車端末の表示装置に表示する配車エリアと待機場所の
設定を説明するための表示画面図である。
　図７において、表示画面７００は、配車エリアＲの画面に、車両待機リスト７１０、主
待機場所設定管理エリア７２０、従待機場所設定管理エリア７３０を表示している。
　配車エリアＲは、主待機場所設定管理エリア７２０に複数の主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃが存
在し、また、従待機場所設定管理エリア７３０に複数の従待機場所Ｆ，Ｇ，Ｈが存在する
。
【００４５】
　主待機場所設定管理エリア７２０の主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃは、それぞれの待機場所のル
ールで運用されている。主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれに待機する車両は、一つのグル
ープの待機場所として順番を管理されている。配車エリアＲ内の顧客からの配車注文に対
しては、複数の主待機場所での待機時間を考慮した順番で優先順位が決定する。
【００４６】
　主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃには、共通の車両補充用の従待機場所Ｆ，Ｇ，Ｈが存在する。
　従待機場所設定管理エリア７３０の従待機場所Ｆ，Ｇ，Ｈのそれぞれに待機する車両は
、一つのグループの従待機場所として順番を管理されている。この一例が車両待機リスト
７１０である。
【００４７】
　主待機場所設定管理エリア７２０の主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃに入るためには、まず従待機
場所Ｆ，Ｇ，Ｈのどれかで待機し、その中から待機時間の長い車両から順番に、待機場所
Ａ，Ｂ，Ｃの空きが出た待機場所へ管理センタ１０１からの移動指示によって移動する。
　よって主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃに空き出た場合に補充される車両の順番は、車両待機リス
ト７１０の順番で、(1)車両5001、(2)車両4001、(3)車両4002、(4)車両5002、(5)車両600
1、・・・、(12)車両6005の順で補充車両の優先順位が決定する。
【００４８】
　上述のように、管理センタ１０１は、複数の主待機場所Ａ，Ｂ，Ｃへの、複数の従待機
場所Ｆ，Ｇ，Ｈからの車両補充を統合的に管理することで、特定の主待機場所に車両が集
中することや、特定の主待機場所で車両が不足することがなくなり、且つどの従待機場所
へ待機しても、待機時間の長い車両から主待機場所へと移動することが可能となる。
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【００４９】
　本発明の実施形態である配車管理システムは、複数の待機場所を一つの待機場所として
統合管理することにより、配車効率の向上を図ることができる。
【００５０】
　以上、本発明の一実施形態について詳細に説明したが、本発明は上述した実施形態に限
定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変更して実施することがで
きる。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　複数の待機場所を一つの待機場所として統合管理ことによって、配車効率若しくは集配
（宅配）効率の向上を図る用途に適用できる。
【符号の説明】
【００５２】
　１０１：管理センタ、１０２，１０２－１～１０２－Ｌ：無線基地局、１０３，１０３
－１～１０３－Ｌ：通信エリア、１０４，１０４－１～１０４－Ｎ：移動局、１０５：Ｇ
ＰＳ衛星、１０６，１０６－１～１０６－Ｍ：配車端末、１０７：配車センタ、１０８：
ネットワーク、２００：データベースサーバ、２０１：エリア情報管理部、２０２：車両
情報管理部、２２０：地図サーバ、２２１：経路探索部、２４０：配車サーバ、２４１：
候補車検索部、　２４２：配車指示部、２５０：表示装置。

【図１】 【図２】

【図３】



(10) JP 6626714 B2 2019.12.25

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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